
暑中お見舞い申し上げます。
　この度の東日本大震災並びに福島県
における原子力発電所事故により被災
された方々、そのご家族の皆様、観光
産業関係者の皆様にあらためて心より
お見舞い申し上げますと同時に一日も
早い復興とご安全を心よりお祈り申し
上げます。
　平素は、組合員ならびにＯＡＴＡ連
絡協議会の皆様をはじめ全国の関係諸
機関の皆様方には格別のお引き立てを

賜り厚く御礼申し上げます。
　おかげさまでＯＡＴＡも新体制の
下、旅行業新時代に向け着実に歩んで
おりますことをご報告申し上げます。
　大阪の旅行業界にとってこの度の震
災は予想もしなかった大きな出来事で
ありましたが、「大阪から日本を元気
に !」を合言葉に「WE LOVE OATA」
の心意気のもと相互扶助と団結の精神
で苦境を乗り切って参ります。
　いまやＯＡＴＡの顔となりました

「天神祭船渡御の『御金幣船』貸切事業」
も祭りの動向に左右され実施決定が例
年より一カ月以上遅れ、また数年ぶり
の平日に行われる船渡御ということで
大変懸念いたしましたが、一致団結で
成功裏に終了することができました。 
　また、今年はＯＡＴＡネットワーク
システムの更新にあたり、新時代に向
けより安全に安定した精算システム構
築を進めております。並行して事務局、
予約センターの効率化にも取り組んで
おります。
　今後とも私たちＯＡＴＡに対しまし
て絶大なるご支援とご協力を賜ります
ようお願い申し上げます。
　例年にない「暑い夏」を迎えており
ますが、皆様方のご健勝とご清栄を心
よりお祈り申し上げまして暑中のご挨
拶とさせていただきます。

日本三大祭の一つ、天神祭「船渡御」が7月25日に行われ、OATAは今年も旅行業者として唯一の貸切船を運航

平成23年
（2011） 8月1日発行

（第163号）

暑中号の紙面

▎各部・委員会、支部の活動

▎組合員異動、新規協定先

▎連絡協議会コーナー

2～3

6

7

▎「御金弊船」今夏も盛況

▶天神祭のクライマックス「船渡御」
が 7月 25 日㈪に行われました。大阪
市の中心部を流れる大川に約 100 隻
の船が行き交い、その中にＯＡＴＡの
貸切船「御金弊船」がこの夏も加わり
ました。
▶当初、事業決定の遅れに伴う告知不
足や平日開催を懸念していましたが、
最終的にはほぼ例年並みの参加者を得
て運航することができました。
▶今年の船渡御は川面を渡る風が心地
よく、約 3千発の花火観賞を船上か
ら楽しみました。「がんばろう、日本 !」
の横断幕やのぼりを掲げた船と東日本
大震災の復興を祈願し「大阪締め」を
交わしました。

「大阪から日本を
元気に！」を合言葉に
協同組合 大阪府旅行業協会
理事長  藤原  雅彦
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　今年も昨夏に劣らず連日の猛暑の
中、組合員の皆様方にはいかがお過ご
しのことかと存じお見舞い申し上げま
す。
　今期も早くも半ばを経過いたしまし
たが、財務担当としての責任の重大さ
を感じながら事業計画を推し進めてま
いります。
　3 月 11 日の東日本大震災には、近
年のリーマンショック・新型インフル
エンザの流行などの落ち込みから、や
や景況感の良化の兆しが見込まれ、立
ち直りかけた我々旅行業界の足下をす
くわれる状態となりました。
　このような状況下のため、恒例と
なっておりました「春期クーポン発券
増強期間」の設定は残念ながら中止と
なりました。
　しかしながら、クーポン事業はＯＡ
ＴＡ組合運営の根幹であります。当期
予算書には今期のクーポン手数料収益
を前年比 102% と計上されておりま
すが、今期 6 月末現在のクーポン発
券高は前年比 88% と伸び悩んでおり
ます。
　そうした中、大震災発生当時の景気
陳腐化状況から見て、少し消費意欲の
向上も全国的に見え始めたように感じ
られ、非常に厳しい数字だと認識して
いますが、下期の景気回復を願うとと
もに組合員の皆様のさらなる発券努力
による今後の伸びに期待いたしており
ます。
　組合財政の適正化のため、収益向上
と経費節減のさらなる運営を理事一同
努めてまいりますので組合員の皆様の
多大なるご協力をよろしくお願い申し
上げます。

　今期ＩＴ部の最大の使命は第 4 次
ＯＡＴＡネットワークシステムの開発
にあります。
　組合員の皆様方にはすでにご承知の
通り、現行システムはさまざまな延命
処置を講じながら現在に至っておりま
す。
　3.11 東日本大震災によるさらに厳
しい状況の中ではありますが、5 月の
理事会にて第4次ＯＡＴＡネットワー
クシステムの開発について意思確認を
行い、開発費用の抑制を図りながら予
定通り進めることとなりました。8 月
にはより使い勝手の良いシステム構築
のため、クーポン発券実務、IT に精
通された方にて委員会を立ち上げ、幅
広い意見を求める予定です。なお、基
本設計の開発は順調に進み、手書き
クーポンの機械発券化の道筋も見えて
まいりました。
　開発には相当な費用が見込まれてお
り、次年度よりその減価償却費の負担
が重くのし掛かってまいります。部署
違いではございますが、ご賢察いただ
き、クーポンの発券増をお願い申し上
げます。
　IT 部ではパソコンの勉強会 ( 講習
会 )を予定しております。その節には、
多数のご参加をお待ちしております。
　暑さ厳しい折ではございますが、組
合員の皆様にはお体にご慈愛いただ
き、事業にお励み下さい。今後とも
IT 部へのご理解ご協力の程、よろし
くお願いします。

　暑中お見舞い申し上げます。
　さて、今年の前半は言うまでもなく
大きな震災で日本中のたくさんの人々

　今年は 6 月から厳しい暑さが続き、
また、梅雨明けが 7 月上旬という近
年にない気象状況となり、この連日の
猛暑の中、組合員の皆様方にはいかが
お過ごしのことかとお見舞いを申し上
げます。
　去る 3 月 11 日の大震災により旅行
業界の今後が危惧される中、この厳し
い劣悪なる難局を乗り切るため組合員
全員が「一手一つ」になれることを念

　暑中お見舞い申し上げます。
　組合員のみなさま、契約受入機関関
係各所のみなさま、平素は当組合に多
大なるご協力をいただき、ありがとう
ございます。
　今期初めて総務部長を仰せつかり、
右往左往の状態で 4 カ月が過ぎよう
としています。
　今期新体制になる直前の 3 月 11 日
に東日本大震災が起こり、阪神大震
災と比べても大変大きな被害の状況で
す。こういった中で、ＯＡＴＡとして
何ができるのか、といったことを考え
ながら取り組んでいるところです。
　総務部としましては、前期より引き
継いだ事業計画を基に総務委員会の活
動も開始しています。
　ＯＡＴＡニュースにつきましては、
本年 5 月発行分は諸般の事情により
ページ数を縮小しましたが、この 8
月号より通常に戻し、委員会として記
事の内容を構成して発行しました。ま
た、掲載広告につきましては、関係各
所のみなさまに大変多くのご協力をい
ただき、誠にありがとうございます。
　明るい事務局を目指し、事務局職員
の意識向上、レベルアップのための意
識改革をするべく教育指導も行ってい
きます。その一環として、総務委員と
事務局職員の意見交換会も実施しま
す。
　教育研修につきましても、各組合員
や関係機関のご意見等も伺い、また、
全旅協大阪府支部やOATA連絡協議会
とも協力して取り組んでいきます。
　総務部長として試行錯誤の毎日です
が、基本方針に沿って、日々進化でき
るように取り組んでいきますので、継
続してご協力をよろしくお願いしま
す。
　また、事務局職員につきましても、

が心を痛めました。ここに改め被災さ
れた方々に謹んでお見舞い申し上げま
す。
　私達も少しでもお役に立てることは
ないかと考えた時に、私達の仕事自体
がそうであることに気付かされます。
旅行という非日常の空間に身を置くこ
とにより、心を癒し、再び元気に日常
に戻る。その、手助けを私達が今でき
る時です。
　震災後は、「家族で行く…」という
商品が好評を得ているとも聞きます。
こんな時にこそ、みんなで家族の絆を
深め家族のあり方を考えようと、みん
なが思われているようです。
　また、今年の夏は「節電の夏」とも
言われているように、電力にも気を回
さなければいけません。そのため、夏
季休暇をいつも以上に増やす企業も出
ていますし、みんなが家庭での節電を
心掛けるのは必須です。私達にとって
は夏本番。海にプールにとお客様をお
誘いするにはうってつけの季節ではな
いでしょうか ?
　今までのＯＡＴＡの実績と知識をフ
ルに活用し、たくさんのお客様の心を
癒すとともに、それを実績につなげて
いければ、それほど喜ばしいことはな
いでしょう。
　最後に、まだまだ至らない点ばかり
だと思いますが、組合員の皆様のいろ
いろなご意見を頂戴しながら、OATA
をこれからも発展させていくため努力
させていただきますので、よろしくお
願い申し上げます。

組合員みなさまのあたたかいご指導の
程、よろしくお願いします。

 活動と今後の方針
 各部・委員会
平成23年度

 総 務 部
OATA を見つめて

総務部長　岡本　浩史

 財 務 部
下期の景気回復を願う

財務部長（専務理事）　西田　三郎

 事 業 部
がんばろう! 日本!

事業部長　西岡　忠弘

 I T 部
第4次OATAシステムの開発

ＩＴ部長　徳原　昌株

 組合員増強小委員会
ＯＡＴＡの家族

担当 ( 専務理事 )　西田　三郎
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　支部長会は毎月各支部会からの意見
や要望を取りまとめて討議し、理事会
に提案をいたしています。また、支部
長会で処理できる内容においては支部
長会で討議し決議しております。
　遅れていました各種報告書やＯＡＴ
Ａ内報「パイプのけむり」等を読みやす
くし、作成しやすく改革していきます。
　従業員台帳はフォームを改訂し、よ
り提出しやすい台帳を作成し、7 月末
日までに報告を完了予定です。
　ＯＡＴＡクーポン発券においては、
3 月 11 日に発生した東日本大震災の
影響で各社とも大変厳しい状況に立た
されておりますので、受入機関とも綿
密に連絡をとり、販売に効果的な情報
を入手して組合員の皆さんに報告させ
ていただきます。
　支部長会主催レクリエーションを 8
月 18 日㈭に京セラドーム大阪パノラ
マドームレストランアサヒにて、夕食
を取りながら阪神×広島戦の貸し切り
観戦を計画、多数の参加を予定してお
ります。
　ＯＡＴＡの会員のメリットを詳しく
精査して、ＯＡＴＡ組合員であること
の誇りと理解を促進させていきます。
組合事務局のあり方や事務局職員への
要望・組合員の事務局の利用利便性な
ども討議して、より利用しやすい事務
局になるよう提案させていただきま
す。
　支部会出席はＯＡＴＡ組合員の義務
でもありますので、積極的に支部会へ
の出席をお願いいたします。

暑中お見舞い申し上げます。
　2 度目の支部長を仰せつかり、早 4
カ月が経過します。以前に支部長を経
験している分、少しはお役にたってい
るかと思うと同時に、以前よりはでき
て当たり前との思いと板挟みです。
　その中で、第 1 支部のみなさんよ
り惜しみない多大なご支援、ご協力を
いただいている現状を大変ありがたく
思っています。少しずつでも何か新
しいことにもチャレンジして、支部会
が活性化するように取り組んでいきま
す。
　この体制になる直前に、大震災とい
う歴史上、例を見ないことが起こり、
多くの影響があったことと思います。
こういった時こそ、各々できるところ
をカバーしあい、第 1 支部として一
丸となって取り組むことができたな
ら、これこそ支部の結束を示せるもの
と思います。
　さらに、支部の結束は支部会の出席
率でも表れると思います。各々業務等
でお忙しいとは思いますが、支部会へ
の出席は支部員の義務でもありますの
で、よろしくお願いします。
　また、前回に支部長を仰せつかった
際に掲げた “支部会を情報交換の場に”
を今回も継続して行い、支部会に出席
しないと損をすると感じてもらえる内
容にしていきたいと思っています。
　支部会後には以前から有志による懇
親会を行っています。こちらでは、支
部会として話しにくい話題でも活発に
あります。雑談の中からでも実のある
話しもあります。こちらも有意義な場
になると思っていますのでご参加をお
待ちしています。
　特に今期はこういった現状ですの
で、支部員みなさまのますますのご協
力をどうぞよろしくお願いします。

　ＯＡＴＡ組合員の皆さん、ＯＡＴＡ
受入機関の皆さん、このたび第 2 支
部長を拝命いたしましたコスモス観光
社の瀧本です。
　新任ですので、不明な点ならびに要
領を得ぬことが生じるかとは思います
が何分ともご協力、ご指導の程よろし
くお願い申し上げます。
　新理事長をはじめとして “変革” を
スローガンとされておりますが、第 2
支部でも言葉だけでなく真の意味での
新しい取り組みを試み、また組合員の
声、受入機関の要望等を吸い上げてい
きたいと思っております。
　東日本大震災に伴い、何かと厳しい
中でもＯＡＴＡの展望が拓けていく様

　東日本大震災におきまして被害にあ
われた皆様に心よりお見舞い申し上げ
ます。
　本年、第 3 回理事会において理事
長より第 3 支部長を委嘱されました。
10 年前にも理事・支部長を 2 期務め
させていただきましたが、当時とは支
部員の皆様の顔ぶれも変わり、旅行形
態も IT・インタ－ネットなど多様化
し、現在に見合った支部運営を進めて
いきたいと思っています。
　新しい試みとして、支部会最後に全
員発言の場として「3 分間スピ－チ」
を毎回 3 人ずつＯＡＴＡの事・旅行
添乗に関する事・趣味・悩みなど何で
も可を発言していただき、普段喋らな
い方々の声を聞くこともできていま
す。また、今期新支部員・他支部から
の異動・代理出席の新しい仲間が数社
増えましたので支部会時にネ－ムスタ
ンド（社名・名前入）を作成し掲示し
て、早く慣れていただきたいと思って
います。
　規定には「組合事業の円滑な推進と
組合相互の連絡強調及び親睦・交流を
深め組合員としての意識と資質の向上
をはかる事を目的とする」とあります。
この目的を肝に銘じ 2 年間支部員の
皆様と理事会とのパイプ役として期待
に添えるよう努めてまいります。ご支
援・ご協力の程よろしくお願い申し上
げます。

　ＯＡＴＡの組織力は他府県の組合組
織とは、圧倒的に素晴らしい内容に成
長しております。
　あらゆるクーポン券の発行・精算力・
保証力・信頼度等どこを見てもかなり
高いレベルになっています。また、が
んばればそれなりに恩恵を受ける形式
を先輩理事の方々が構築してくれてお
ります。
　第 4 支部会では、この素晴らしい
組織を充分に理解し、できるだけＯＡ
ＴＡを活用していただくよう支部員に
働きかけております。
　ＯＡＴＡの事業内容を充分理解して
おくと、大きな利用価値が発見でき強
いてはそれが、自社の利益につながり

　東日本大震災において被災された皆
様方に心よりお見舞い申し上げますと
ともに、1 日も早い復興を心よりお祈
り申し上げます。
　平成 23 年 4 月より第 5 支部の支部
長を仰せつかり早くも 4 カ月が過ぎ
てしまいました。今年は、旅行業界に
とっても観光関連産業にとっても大変
な試練の年になることは間違いないよ
うに思われます。
　しかし、いつまでも業績の低迷を震
災や景気のせいにばかりしてはいられ
ません。今こそ我々が積み上げてきた
経験とノウハウを最大限に生かして、
関西から、大阪から、泉州から景気を
押し上げていきたいものです。
　私たち第 5 支部の大阪南部には独
特の風土があり大阪市内のような派手
さはありませんがどこか温かい土地
柄・人柄があります。歴代の支部長さ
んも言ってこられたことですが支部会
出席率の高さと、まとまりの良さがそ
れを物語っているように思います。
　一方私たちの業界に目を向けます
と、一部大手の安売り市場かき回し作
戦に翻弄され青息吐息になることもし
ばしばあります。しかし、もういい加
減にこんなバカなチキンレースはやめ
て、旅行業本来の姿にもどり社会に認
められるサービス産業にならなければ
いけないと思います。そのためにも情
報を持ち寄り、考えを持ち寄り忌憚の
ない意見を出し合い我々一社・一社が
力をつけていかなければならないと思
います。
　第 5 支部の皆様には「そんなこと
言われんでもわかってる」と言って叱
られると思いますが、その一社・一社
の成長のために支部会を大いに利用し
ていきたいと考えています。元来たい
へん活発な意見や積極的な活動が多い
支部ですので、私ごときが今さら申し
上げるまでもありませんが支部会、組
合活動には積極的に御参加いただき、
また支部運営に御協力下さいますよう
お願い申し上げます。

に支部運営を努めてまいります。
　根幹となることから、微に入り細に
入りご尽力をたまわりますよう重ねて
お願い申し上げます。
　まだまだ暑い日が続きますが、皆様
方におかれましてもご自愛の程、なお
一層のご発展をお祈りいたします。

じております。
　前年度は「年間 3 社加入」を目標
とし「新規加入 3 社」の目標は達成
されましたが、残念ながら「退会も 3
社」となり、組合員数は「期首・期末
ともに 121 社」となりました。
　本年は「新規加入 5 社」を年間目
標とし、厳しい中ではありますが平成
23 年度事業計画に基づき諸事項を総
務部とも連携し、また、支部長会なら
びに各支部長とも協力しながら新規加
入促進に努めております。
　いつも私事で申し訳ありませんが、
私は今、独身生活を謳歌しております
が、先日ふと思い、息子・娘の 2 家
族の名前と亡妻の名も合わせた表札を
作って自宅に揚げました。家族 8 人
に成り、いっぺんに家内がにぎやかに
なった感じで楽しい思いをしていま
す。やはり家族は多い方が楽しいです。
　一人でも多くＯＡＴＡの新しい仲間
になっていただく方々を募り「ＯＡＴ
Ａの家族」を増やしていくため、組合
員各位、ならびに、ＯＡＴＡ連絡協議
会様などの受入機関の方々の側面的な
情報提供のご助力ご支援をいただきな
がら組合員増強のために努力をしてい
きたいと存じております。何とぞ『組
合員増強目標達成』のため、ご支援の
ほどをよろしくお願い申し上げます。
増強のために側面的なご助力ご支援の
ほどをよろしくお願い申し上げます。

ます。121 社の組合員各社が意義あ
る意見を積極的に提案して、運営に全
面的に協力していただければ、まだま
だＯＡＴＡ事業は発展成長していくこ
とでしょう。
　そして、支部員の皆様の貴重な意見
を支部長会・理事会に提案し、執行部
の意向を支部会に報告させていただき
ます。大変厳しい社会情勢の中ですが、
支部員一人一人が常に新しい情報に反
応して、健全なる旅行会社として前進
してことが大切と信じております。
　第 4 支部長として、微力ではあり
ますが皆様と一緒に経営努力をしなが
ら、各社の発展に貢献したいと考えて
おります。

 活動と今後の方針
 第1支部～第5支部
平成23年度

 支部長会
組合員の業務向上の為、各種書類整備と改革

支部長会会長　山根　全勝

 第1支部
支部会を情報交換の場に

第1支部長　岡本　浩史

 第2支部
新しい取り組みを

第2支部長　瀧本　伸幸

 第3支部
支部会で3分間スピーチ

第3支部長　鈴木　隆利

 第4支部
経営意識の向上と組織の充実

第4支部長　山根　全勝

 第5支部
一社・一社の成長のために

第5支部長　堀内　宏昭
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　第 4 支部では、梅雨明けの 7 月 14
日㈭─ 15 日㈮の 1 泊 2 日の行程で、
富山県の小川温泉での持ち出し支部会
と石川県金沢市、立山黒部アルペン
ルートなどを巡る研修を実施いたしま
した。
　2 日間とも好天に恵まれ、支部員の
親睦を図ることができたいへん楽しい

旅でした…。
【おことわり】
　第 4 支部の持ち出し支部会の詳細
については、紙面の構成上、次号（164
号・新年号）に掲載させていただくこ
ととなりました。誠に勝手ではござい
ますが、ご理解のほど、よろしくお願
いします。

第4支部 夏の持ち出し支部会　小川温泉・アルペンルートなどを研修

　組合員動向（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成２３年７月１５日現在
■新規組合員
コード 組　合　員　名 代表者／所在地／TEL・FAX／登録番号 支部

424 ㈱フラウ・インターナショナル

代表取締役　　金沢　榮美

3
〒540ｰ0031　大阪市中央区北浜東１ｰ２２
　　　　　　　　      （北浜東野村ビル8Ｆ）
TEL.06ｰ4791ｰ2400  FAX.06ｰ4791ｰ2403
大阪府知事登録旅行業　第3ｰ2306号

■組合員異動　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
コード 組　合　員　名 項　　　　　　目 支部

314 ㈱日旅ツアーズ
所在地変更

5〒599ｰ8127　堺市東区草尾1443
TEL．FAXは変更なし

327 ㈱日本案内通信ニチアントラベル
代表者変更 3代表取締役　前野　真吾

339 ㈱西日本旅行

所在地変更

1〒567ｰ0047　茨木市美穂ヶ丘３ｰ１
　　　　　　　  （ジョイントビル3F）
TEL．FAXは変更なし

341 ㈱庄司商店粉浜リカーツーリスト
代表者変更 4代表取締役　庄司　博次

■組合員脱退
コード 組　合　員　名 代 表 者 名 支部

416 サン日旅 奥田　武生 4

 ＯＡＴＡクーポン新規協定契約先　　　　　　　　　　　平成２３年７月１５日現在

■船車券
近 畿 バ ス 06051501 ㈱８８観光バス

■宿泊券
北 海 道 旭 川 70100101 藤田観光　ワシントンホテル旭川
北 海 道 札 幌 70100201 ホテルグレイスリー札幌
秋 田 県 十 和 田 71100301 十和田湖ホテル
福 島 県 い わ き 71100401 いわきワシントンホテル
埼 玉 県 さ い た ま 72100101 浦和ワシントンホテル
千 葉 県 千 葉 72100201 千葉ワシントンホテル
東 京 都 銀 座 72100601 ホテルグレスリー銀座
東 京 都 新 宿 72100301 新宿ワシントンホテル
東 京 都 関 口 72100801 フォーシーズンズホテル椿山荘東京
東 京 都 秋 葉 原 72100501 秋葉原ワシントンホテル
東 京 都 田 町 72100701 ホテルグレスリー田町
東 京 都 有 明 72100401 東京ベイ有明ワシントンホテル
神奈川県 横 浜 72100901 横浜桜木町ワシントンホテル
神奈川県 横 浜 72101001 横浜伊勢佐木町ワシントンホテル
山 梨 県 清 里 72010001 羽村市自然休暇村
長 野 県 八 ヶ 岳 72010002 八ヶ岳温泉　樅の木荘
長 野 県 安 曇 野 72010003 安曇野市保養センター　長峰荘
長 野 県 安 曇 野 72010004 安曇野市営　しゃくなげ荘
福 井 県 福 井 75100301 ホテルフジタ福井
大 阪 府 高 槻 76100901 ニ料山荘
奈 良 県 奈 良 76101001 ホテルフジタ奈良
奈 良 県 奈 良 06300101 大和高原ボスコヴィラ
鳥 取 県 関 金 72010006 せきがね倶楽部　四季の郷
鳥 取 県 関 金 72010005 倉吉市国民宿舎グリースコーレせきがね
山 口 県 下 関 77100201 春帆楼本店
福 岡 県 博 多 77102301 キャナルシティ福岡ワシントンホテル
長 崎 県 長 崎 79102401 長崎ワシントンホテル

■観光券

京 都 府 京 都 06850001 えびす屋（嵐山総本店、京都東山店、小樽店、雷門
店、鎌倉店、奈良店、宮島店、関門店、湯布院店）

■提携業社

ジェイ・ティ・エイ・ジャパン㈱
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OATA納涼ビアパーティー開催

　平成 23 年 5 月 9 日（月）、シェラ
トン都ホテル大阪でOATA連絡協議会
の役員会が開催された。役員会には川
村智一会長をはじめ 19 名の役員が出
席。
　服部一平総務部長の司会・進行のも

総勢356名が参加した納涼ビアパーティー

　ＯＡＴＡ連絡協議会恒例の「納涼ビ
アパーティー」が、ＯＡＴＡ組合員と
ともに平成 23 年７月５日（火）、シェ
ラトン都ホテル大阪「浪速の間」で開
催された。
　ＯＡＴＡ連絡協議会・川村智一会長

暑中見舞い号をお届けします。名刺広告では多くの方々に
ご協力いただき、誠にありがとうございます。紙面をお借
りして厚く御礼申し上げます。　　　（広報部・松岡和裕）

と、ビアパーティーの日程や研修旅行
の実施、その他各事業について審議し
た。その後、協同組合大阪府旅行業協
会の役員との合同役員会を開催した。
　役員紹介に引き続き、事業 ( ビア
パーティー・日帰り研修・クーポン発
券促進キャンペーン・天神祭り・日本
の宿など ) について協議した。

ならびに、大阪府旅行業協会・藤原雅
彦理事長の挨拶に引き続き、大阪府旅
行業協会・衣川賢一副理事長の乾杯の
発声で開宴。
　連絡協議会から 199 名、ＯＡＴＡ
組合員 132 名とご招待者 25 名を含

め総勢 356 名の参加があり、夏のひ
と時に親睦を大いに深める機会となっ
た。
　今回、山陰白兎会のご好意により、
松江開府 400 年祭にあたり結成され
た「まつえ若武者隊・舞姫隊」に殺陣・
唄・踊りなどを披露していただき松江
の魅力を発信して、会場を大いに盛り
上げた。
　パーティー後半には、各企業から協
賛いただいた賞品が当たるお楽しみ抽

■ 告　知　欄 ■
和 歌 山 かつうら御苑 碧い海、神秘的な山々に浮かぶ「月」をコンセプトに露天風呂付客室「月読」が８室誕生しました。 平成23年７月

富 山 立山黒部アルペンルート 室堂駅観光案内所に山ガールズスタッフが常駐して、山歩きを楽しむ魅力を紹介。 平成23年7月

長 野 ホテル清風園 今秋、千曲川眺望東館24部屋と通路を含め東館全面リニューアルいたします。10月10日オープン予定！ 平成23年7月

岡 山 鷲羽ハイランドホテル 7月16日よりライブキッチン＆ビッフェ・スタイルダイニング「竜宮の遣い」OPEN 平成23年7月

静 岡 伊豆箱根鉄道 伊豆箱根バスは6月に貸切バス東京営業所開設いたしました。お問い合わせは大阪営業所06－6241－8711 平成23年７月

大 阪 富田林市農業公園サバーファーム 味覚や野菜の収穫が出来、季節折々の花も咲いており、飲食もあり、一日中遊んでいただける農業公園です。 平成23年7月

兵 庫 西村屋ホテル招月庭 7月30日、落ち着いたデザインの新しい洋室が誕生します。贅沢な時間をお過ごしください。 平成23年７月

島 根 隠岐プラザホテル 大浴場内装を改装しました。　隠岐汽船との共同企画「隠岐船旅パック」好評発売中です。 平成23年７月

大 阪 リーガロイヤルホテル 8月10日、１階に関西のホテルでは最大級の約２６０席を誇る新レストランとして「リモネ」が誕生します。 平成23年７月

大 阪 犬鳴温泉　み奈美亭 お食事時のテーブルイス席は50名様まで利用可能になりました。 平成23年7月

和 歌 山 アドベンチャーワールド 阪和自動車道・海南ICから有田IC間４車線化になり、ますます近くに。７/３１～８/３０は夜８時３０分まで営業 平成23年７月

大 阪 タビックスジャパン １０月釜山世界花火大会(８万４千発の壮大な花火）、１２月ホノルルマラソンツアーなど秋冬商品好評発売中 平成23年７月

※お断り：ご提供いただいた原稿を広報部で一部編集している場合がございます。

平成23年7月 現在

選会があり、多くの方に豪華賞品が当
たり会場内は大いに盛り上がった。

各地域の魅力をアピール

　今回で２回目となるビアパーティー
開催前の地域情報発信ブースが、各団
体の協力を得て受付ロビー前に設けら
れました。
　今年も多数の各団体様にご参加いた
だきました（石川県関案連・三重県三
重路会・愛知県あいあん会・シーウェ
イネットグループ・和歌山県葵会・山
陰白兎会）。
　各地域の施設などの情報、地元だけ
の人気商品など、ＯＡＴＡ組合員の
方々に大いにアピールができました。

地域情報発信ブース、昨年
好評につき今年も設置

合同役員会開催

あいさつする川村会長

連絡協議会コーナー
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OATA組合員 掲載は、各支部コード番号順です

▶大阪市東淀川区 ☎06ｰ6329ｰ4416

▶大阪市福島区 ☎06ｰ6454ｰ0882

▶大阪市西淀川区 ☎06ｰ6473ｰ4063

▶高槻市 ☎072ｰ682ｰ1827

▶大阪市城東区 ☎06ｰ6931ｰ0051

▶大阪市都島区 ☎06ｰ6924ｰ3251

▶箕面市 ☎072ｰ723ｰ6222

▶吹田市 ☎06ｰ6878ｰ4114

▶大阪市福島区 ☎06ｰ6451ｰ7817

▶大阪市西区 ☎06ｰ6445ｰ7371

▶大阪市淀川区 ☎06ｰ6306ｰ0315

▶茨木市 ☎072ｰ627ｰ0311

▶吹田市 ☎06ｰ6337ｰ3500

▶大阪市西区 ☎06ｰ6534ｰ2500

▶大阪市西区 ☎06ｰ6581ｰ3261

▶大阪市西区 ☎06ｰ6534ｰ8276

▶大阪市淀川区 ☎06ｰ6838ｰ3215

▶高槻市 ☎072ｰ696ｰ5910

▶大阪市淀川区 ☎06ｰ6303ｰ3538

▶豊中市 ☎06ｰ6844ｰ5105

▶枚方市 ☎072ｰ844ｰ5101

▶大阪市東成区 ☎06ｰ6971ｰ3826

▶大阪市旭区 ☎06ｰ6953ｰ3086

▶東大阪市 ☎06ｰ6723ｰ7373

▶門真市 ☎06ｰ6900ｰ5060

▶寝屋川市 ☎072ｰ801ｰ7533

▶大東市 ☎072ｰ863ｰ3380

▶大阪市東成区 ☎06ｰ6974ｰ3535

▶大阪市旭区 ☎06ｰ6953ｰ7878

▶交野市 ☎072ｰ808ｰ7361

▶四條畷市 ☎072ｰ878ｰ6490

▶八尾市 ☎072ｰ941ｰ5522

▶八尾市 ☎072ｰ924ｰ0747

▶大東市 ☎072ｰ875ｰ0369

▶東大阪市 ☎072ｰ964ｰ8801

▶大阪市生野区 ☎06ｰ4306ｰ8810

▶八尾市 ☎072ｰ995ｰ2933

▶東大阪市 ☎072ｰ960ｰ4901

▶大阪市生野区 ☎06ｰ6757ｰ9085

▶大阪市旭区 ☎06ｰ6922ｰ2541

▶寝屋川市 ☎072ｰ839ｰ3336

▶門真市 ☎072ｰ887ｰ2100

▶大阪市鶴見区 ☎06ｰ6913ｰ5805

▶東大阪市 ☎072ｰ986ｰ7819

▶大阪市中央区 ☎06ｰ6942ｰ0351

▶大阪市中央区 ☎06ｰ6231ｰ2031

▶大阪市天王寺区 ☎06ｰ6773ｰ2135

▶大阪市中央区 ☎06ｰ6281ｰ0250

▶大阪市天王寺区 ☎06ｰ6761ｰ4715

▶大阪市北区 ☎06ｰ6374ｰ0431

▶大阪市天王寺区 ☎06ｰ6776ｰ0181

▶大阪市中央区 ☎06ｰ6222ｰ1717

▶大阪市中央区 ☎06ｰ6966ｰ0666

▶大阪市北区 ☎06ｰ6353ｰ4141

▶大阪市北区 ☎06ｰ6354ｰ9131

▶大阪市中央区 ☎06ｰ6222ｰ1212

▶大阪市北区 ☎06ｰ6312ｰ1731

▶大阪市北区 ☎06ｰ6375ｰ4620

▶大阪市北区 ☎06ｰ6344ｰ3077

▶大阪市北区 ☎06ｰ6376ｰ0508

▶大阪市北区 ☎06ｰ6130ｰ3330

▶大阪市天王寺区 ☎06ｰ6771ｰ3988

▶大阪市中央区 ☎06ｰ6763ｰ2556

▶大阪市北区 ☎06ｰ6311ｰ1563

▶大阪市北区 ☎06ｰ6311ｰ8814

▶大阪市中央区 ☎06ｰ6949ｰ1135

▶大阪市北区 ☎06ｰ6135ｰ7011

▶大阪市中央区 ☎06ｰ6222ｰ0260

▶大阪市北区 ☎06ｰ6316ｰ6521

▶大阪市北区 ☎06ｰ6454ｰ0010

▶大阪市中央区 ☎06ｰ4791ｰ2400

▶大阪市東住吉区 ☎06ｰ6702ｰ8754

▶大阪市浪速区 ☎06ｰ6649ｰ0118

▶大阪市浪速区 ☎06ｰ6635ｰ5052

▶大阪市住之江区 ☎06ｰ6672ｰ0560

▶大阪市住吉区 ☎06ｰ6671ｰ5900

▶大阪市阿倍野区 ☎06ｰ6653ｰ4111

▶大阪市浪速区 ☎06ｰ6644ｰ1131

▶大阪市住之江区 ☎06ｰ6671ｰ8881

▶大阪市住之江区 ☎06ｰ6683ｰ2246

▶大阪市東住吉区 ☎06ｰ6704ｰ9080

▶河内長野市 ☎0721ｰ63ｰ4751

▶大阪市住吉区 ☎06ｰ6699ｰ9321

▶藤井寺市 ☎072ｰ938ｰ5648

▶松原市 ☎072ｰ335ｰ3741

▶大阪市住吉区 ☎06ｰ6691ｰ0088

▶大阪市港区 ☎06ｰ6584ｰ9511

▶大阪市住之江区 ☎06ｰ6678ｰ7077

▶大阪市西成区 ☎06ｰ6562ｰ0174

▶藤井寺市 ☎072ｰ938ｰ4144

▶大阪市住之江区 ☎06ｰ6226ｰ8939

▶富田林市 ☎0721ｰ25ｰ1678

▶大阪市平野区 ☎06ｰ6705ｰ4000

▶大阪市阿倍野区 ☎06ｰ6626ｰ2662

▶和泉市 ☎0725ｰ53ｰ1190

▶岸和田市 ☎072ｰ422ｰ3351

▶和泉市 ☎0725ｰ45ｰ1412

▶泉佐野市 ☎072ｰ466ｰ0545

▶泉大津市 ☎0725ｰ45ｰ1111

▶貝塚市 ☎072ｰ431ｰ3311

▶阪南市 ☎072ｰ473ｰ0700

▶堺市東区 ☎072ｰ237ｰ6263

▶堺市堺区 ☎072ｰ232ｰ0271

▶貝塚市 ☎072ｰ447ｰ1186

▶和泉市 ☎0725ｰ44ｰ5363

▶堺市北区 ☎072ｰ240ｰ5600

▶和泉市 ☎0725ｰ45ｰ5123

▶岸和田市 ☎072ｰ432ｰ8989

▶泉南市 ☎072ｰ480ｰ2350

▶泉南郡熊取町 ☎072ｰ453ｰ7428

▶泉南市 ☎072ｰ483ｰ2811

▶和泉市 ☎0725ｰ40ｰ3370

▶堺市東区 ☎072ｰ234ｰ6456

▶泉佐野市 ☎072ｰ458ｰ1200

▶岸和田市 ☎072ｰ436ｰ8855

▶阪南市 ☎072ｰ470ｰ6660

▶岸和田市 ☎072ｰ429ｰ2260

▶和泉市 ☎0725ｰ46ｰ7224

▶堺市北区 ☎072ｰ254ｰ1020

▶岸和田市 ☎072ｰ439ｰ6234

▶貝塚市 ☎072ｰ447ｰ4157

㈱西日本トラベルサービス

大阪国際ツーリスト㈱

㈱照南トラベルサービス

㈱中央国際旅行

㈲ツーリストアルファ大阪

㈱旅の企画室

丸山観光サービス

㈲平和観光サービス

㈱日本国際旅行開発

大東トラベル

アクロス観光バス㈱

大力観光㈱

日昇観光

㈱サンフレンズトラベル

㈱商都観光交通社

北港観光バス㈱ ツアーズ北港

ｅ-旅行社

ZIPANG㈱

㈱A-Zトラベルサービス

BHSトラベル

㈱三洋旅行社

㈱伏見ツーリスト

㈱ジェット観光

㈱大阪国際旅行

㈱アベノ観光

㈱かつらぎ観光社

大阪大栄旅行

㈱日旅ツアーズ

平和旅行社

㈱新空港サービスエージェンシー
ユニオンツアーズ 

新関西トラベルサービス

㈱さくらトラベル

㈱ナイスツーリスト

㈱アジア航空サービス

㈲泉州観光

トラベルタウン大阪

関西トラベルエージェンシー

トラベルベストパートナー

大阪観光社

りんくうトラベル

㈱トラベルウェーヴ関西

㈱はんなんトラベル

トーヨートラベル㈱

㈱SETOUワールドツーリスト

パインツーリスト

㈱新日本旅行

㈱リードトラスト

北港ツーリスト

日本トラベルサービス㈱

商都観光佐々木交通社

㈱高槻旅行サービス

㈱平和観光

㈱扶桑ツーリスト

㈲トラベル北大阪

朝日旅行サービス

ホビートラベル㈱

㈱都トラベルサービス

㈱新日本ツーリスト

㈱西日本旅行

㈱コスモトラベルサービス

三協マネジメント㈱
南海コスモツアーシステム

日本ツーリスト

CIC TOURS ㈱

㈲スイートトラベル

㈲日本キャリートラベル

㈱アカデミートラベル

パナウル㈱

㈲いすゞ 旅行会

喜楽観光案内所

コスモス観光社

東大阪観光商事㈱

フジツーリスト

大和ツーリスト

㈱浪速観光社

日本旅行企画㈱

大阪暁観光

協和トラベル

三井トラベルサービス

㈱大阪那須観光

㈱ジャパンライフトラベル

㈱大喜ツーリストサービス

コスモ観光サービス㈱

㈱歓喜旅行サービス

㈱サンアイトラベル

㈱庄司商店粉浜リカーツーリスト

メモリー・ツーリスト

㈱ジェットホリディ

㈱ワイワイトラベル

㈱太陽旅行

㈱トラベルファミリー

ワールドツアーシステム㈱

田中観光センター

南大阪観光社

北信太ツーリスト

㈱旅えのぐ

エクセルワールドツアー㈱

㈱トラベルジャパン

㈱阪神観光開発

ニュートラベルサービス㈱

㈱カンゲキトラベル

㈱ニューワールドツーリスト

㈱センターツーリスト

㈱日本リゾートセンター

日本レジャー観光㈱

国際トラベルオーサカ

㈱日本案内通信ニチアントラベル

㈲メルヘン

㈲トラベルアイ

㈱関西ツーリスト

ワールド・ツアー・サービス

㈱大阪ガイドセンター

㈱88観光

㈲アヴァンセルコーポレーション
アヴァンセルツーリスト

JU観光合

㈱ドリームステージ

㈱ジェイ・エイチ・アール ツアーズ

㈱なごみ

㈱フラウ・インターナショナル

摂陽観光

㈱中央交通トラベルクラブ

㈱阪南交通社

川 﨑  　 糺

前 田 栄 次

加 藤  　 學

田 口 美 千 代

南  　 睦 雄

松 尾 眞 知 子

堤  　 次 郎

渋 田  　 尚

二 輪 泰 寛

定 久 元 治

坂 口 郁 夫

金 子 延 久

牧 岡 直 樹

岡 野 和 俊

西 岡 忠 弘

角 家  　 篤

片 山  茂 男

堀 内 宏 昭

瀨 藤 た み 子

松 下  安 利

中 橋 啓 之 助

神 野 政 彦

藤  本  　 謙

山 口 弘 祐

北 嶋 冨 士 雄

山 根 全 勝

楠 井 保 次

西 谷 日 天

三 井 正 次

西 田 和  　    滋

藤 方 義 勝

粟 野 典 秀

小 西  　 昭

吉 村  　 実

岩 津 博 之

庄 司 博 次

永 本  国 子

駒 井 和 久

吉 岡 紘 一

福 田 経 三

高 橋 哲 也

中 川  惠 市

田 中 洋 子

山 﨑 富 也

小 笠 原 義 久

源     次 郎

中 藤 安 久

福 島 嘉 雄

岡 本 豊 一 郎

大 森 正 子

東 田  　 正

原 郷 文 美

内 田 正 人

三 好 三 郎

日 笠 康 夫

山 本 昇 蔵

衣 川 賢 一

香 川 悦 二

中 西 一 博

山 本 晃 三

清 水 康 市

箸 尾 茂 男

新 田  　 尚

瓢  　 哲 生

古 木 　 守

竹 村  佳 子

本 園 茂 徳

中 山 雅 博

日 比 か ず 子

瀧  本  伸 幸

石 賀 セ ツ 子

藤 田  　 武

井 阪 康 男

眞 島 右 文

池 脇 一 夫

小 林 富 久

松 本 武 夫

江 端 妙 子

磯 部     容

馬 部 和 夫

前 野 真 吾

湯 村 美 恵

礒 谷 克 司

寺 岡 位 忠

鈴 木 隆 利

大 平 喜 美 子

吉 村 和 子

石 黒  公 子

三 原 和 幸

津 田 飛 鳥

加 藤 紀 美 子

峯 本 和 夫

金 沢 榮 美

藤  原  雅  彦

大 野 康 至

畑  口  賢  哉

永 野 末 光

榊 原 規 夫

笠 舞 紀 伴

森 本 宏 一

山 形  　 正

松 本     晃

丸 山 壽 雄

田 中 英 夫

植     健 次

西 村     清

船 岡  史 朗

田 原  　  明

西 田 三 郎

比 留 田 高 久

三 野  正 男

首 藤 俊 樹

暮 部  修 司

北 田  良 子

辻  智

正 木 清 隆

石  井  信  一

薦  田  　 光

多  田  文  昭

徳 原 昌 株

村 田 加 代 子
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